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議会運営委員会 

 

令和５年１０月１９日（木曜日）午後１時５６分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 中 里 康 寛 副 委 員 長 鈴 木 伸 彦 

委 員 森 本 彰 伸 委 員 益 子 丈 弘 

委 員 星   宏 子 委 員 平 山   武 

委 員 相 馬   剛 委 員 中 村 芳 隆 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（１名） 

副 議 長 眞 壁 俊 郎   

 

説明のための出席者（なし） 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 髙 久   修 議 事 課 長 相 馬 和 男 

議事調査係長 長 岡 栄 治 
主 査 
（ 係 長級） 

室 井 理 恵 

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

  ３．協議事項 

   ⑴令和６年３月以降の会派代表質問の検討について 

   ⑵大型ディスプレイの議場における検討について 

   ⑶令和６年度以降の市政一般質問の検討について 

   ⑷取組実行計画のスケジュールについて 

   ⑸委員会審査の場所の検討について 

   ⑹令和５年度議会運営委員会研修について 

   ⑺その他 

  ４．その他 

    次回開催 １１月１７日（金）３０３会議室 午前１０時～ 
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  ５．閉 会 
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開会 午後 １時５９分 

 

◎開会の宣告 

○中里委員長 議会運営委員会の開会の前に当委員

会の傍聴希望がございました。 

  委員会条例第17条及び先例に基づきまして、こ

れを認めたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎挨拶 

○中里委員長 それでは、午前中の全員協議会、そ

れから午後の庁舎建設検討特別委員会のお忙しい

中、議会運営委員会に御参集賜りましてありがと

うございます。本日議題が１、２、３、４、５、

６、６つほどございますので、忌憚のない御意見

いただきながら、円滑な議事進行をしていきたい

と思いますので、御協力のほどお願いいたします。 

  それでは、議会運営委員会を開会したいと思い

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○中里委員長 早速、３の協議事項に入りたいと思

います。 

  まず、１の令和６年３月以降の会派代表質問の

検討についてでございます。 

  まず最初に、事務局から説明をお願いします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 すみません、それでは資料の

ほうをお送りさせていただきました。 

  前回の議運で、令和６年３月以降の会派代表質

問のお時間を、まず１番目の前回までに御決定い

ただいた内容ということで、９時半からスタート

ということで御決定いただきました。 

  すみません、この内容について執行部とちょっ

と協議のほうをさせていただきました。その経緯

の中では職員の昼食時の休憩というものを１時間

という定めがあるそうでして、前回御決定いただ

いた状況ですと、12時５分から１時までというこ

とで55分の休憩時間となってございます。という

ことで、こちらを１時間を確保するという方向で

再度御検討をいただきたく提案をするものです。 

  こちら、あらかじめ正副委員長のほうと御相談

をさせていただきまして、開会時間を５分早める

ことによって１から２番目、２番目の方が12時に

終わりまして、３番目の方を１時から再開するこ

とで１時間の休憩時間、こういったところの確保

をしてはどうかといったところで提案をさせてい

ただくものです。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  前回、10時からの開会を９時30分に繰り上げて

やりましょうということで御決定いただいたとこ

ろなんですけれども、総務部に確認したところ、

しっかり昼の時間を60分取ってくださいというこ

とで定めがあったそうです。 

  それに基づきまして正副のほうでちょっと検討

させていただいたんですけれども、９時30分から

ではなくて９時25分からの開会という形を取らせ

ていただいて、12時から13時、60分きっちり昼食

を取るような形を取らせていただきたいというふ

うに思いますがよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  では、このような形で変更させていただきます。 

  では続きまして、⑵の大型ディスプレイの議場

における検討について、こちらを議題といたしま

す。 

  こちらについて、まず最初に事務局から説明を
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お願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、こちら資料のほう

をお送りさせていただきました。 

  前回、議運のほうでは議場にディスプレイのほ

うを置きまして、そしてその影響、周りの影響で

すとか、そういったところを御確認をいただいた

ところです。 

  また、改めて前回の中では結論見られなかった

というところで、これまでの経緯を踏まえて、再

度もう一回議論をしましょうといった内容となっ

ております。 

  導入の経緯なんですけれども、この２番になり

ます。令和４年度の議会運営委員会におきまして、

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴いまして、

濃厚接触者の委員さんが議運に参加できなかった

と、そういった方をオンラインで参加できるよう

にということで、ディスプレイを購入しようとい

うような決定を昨年度の議運の中で出しました。 

  購入をしたわけですけれども、コロナのほうが

５月の新型コロナウイルス感染症の５類への以降

ということで、基本的にはその感染対策から平時

での活用というものに利用してはというふうにシ

フトしていったというふうな経緯がございます。 

  ですので、３番目のこの導入目的ですけれども、

当初は在宅議員のオンライン参加のためで、そし

てまた研修会、今まで執行部のディスプレイを借

りて活用していたというものを、研修会や委員会

での資料提示を議会のディスプレイでやりましょ

うということになっております。 

  最後に、５類に移行したということで平時での

利用を目的として、一般質問などでの資料掲示の

活用をしてはどうかというふうな、ちょっとここ

は拡大の部分になります。というふうな目的のた

めに使用しようといったもので購入したものにな

ります。 

  そして４番目、前回の御意見の中では大型ディ

スプレイの周辺の議員さんですとか、執行部、ま

た傍聴者の方についても視認性がちょっと悪いん

ではないかなといった御意見いただいております。

また、データや図を印刷しないでディスプレイに

表示できるというのはすごく便利ではないかとい

った御意見もいただいております。 

  また、置き場所については議員出入口に置くと

いうことも考えられるのではないかといった御意

見をいただいたところです。 

  実際、事務局からの懸念としては、一般質問の

カメラをずっと動かしてそのカメラ、ディスプレ

イに動かさなければならないので、どうしてもち

ょっと時間が遠くなればなるほどかかってしまう

というのが懸念されるところがちょっとございま

す。 

  以上、これまでの議論の集約ということで御説

明させていただきました。 

  以上となります。 

○中里委員長 説明ありがとうございました。 

  大型ディスプレイ、65型の大型ディスプレイな

んですけれども、こちらの活用というところで、

一般質問や代表質問で資料提示の際に使えるんで

はないかということで、議活、それから我々も実

際議場で皆さんと一緒に確認をしたところでござ

います。 

  改めて、大型ディスプレイを購入した経緯、そ

れから目的についても正副のほうで確認をさせて

いただきました。 

  あくまでも、やはりいわゆるオンライン会議で

参加できるようにディスプレイの購入を要求した

というところで、したがいまして、あくまでも在

宅時のオンラインの会議の参加のために買ったと

いうのが経緯でございます。 
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  そのほかに、せっかく買ったので活用としては

本会議のときにも使えるんではないかというよう

な中で話し合ってきたというところでございます

ので、そのところを御了解いただきながら、皆さ

んに改めて御意見いただきたいと思います。 

  これまで経過を振り返りましたけれども、デメ

リットとしては、ディスプレイを置くことで議員

や執行部、傍聴者の視認性がなかなか確保しにく

いんではないかといった御意見もございました。 

  また、メリットとしては、データや図、これら

を印刷せずに表示することができる、こういった

ところがメリットではないかなというふうに挙げ

られました。 

  改めて、議員研修とかそういうときには、当然、

議場に入れて、使うというのは全然問題ないと思

うんですけれども、改めて代表質問や一般質問で

大型ディスプレイを使用するかどうか、皆さんに

ちょっと御意見をいただきたいというふうに思い

ます。 

  それでは、じゃ、中村委員のほうからお願いい

たします。 

○中村委員 前回、議場において実際にディスプレ

イを置いた場合どのような形に設置するべきかと

か、いろんな角度で皆さんで現場で立ち会って、

確認をさせていただきました。 

  しっかりこの理由の目的は、私たち質問者が見

せるためには、見るほうは執行部でありますんで、

執行部に対してしっかりとした位置に全員が見え

るところにディスプレイを置くと、議員間の真ん

前に置くんで、議員のどなたかが全然前が見えな

くなるというデメリットがあったりしますんで、

だから脇に、入り口に置けばいいよということに

なりますと、また全然何ていうんですか、視認性

が悪いということを考えますと、そういうものを

使う必要も全く私はないという感じはいたしまし

たんで、無理に設置をすることも考えずに、現状

のままの形でディスプレイは委員会の中、何かに

使えればとか、オンラインに使えればいいという

ような形の中でやっていけるような形を取って、

やはり議場ではあのディスプレイはまだ使い勝手

がいいというものではないと考えますと、時期

早々じゃないかという感じをいたしました。 

  以上です。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  益子委員、いかがでしょうか。 

○益子委員 最初に、意見を述べる前にちょっと確

認をさせていただきたいんですが、このディスプ

レイの導入経緯の中であった、今委員長の説明が

あったとおり、今回、この質問の中で使える可能

性というのは排除しないで、質問される方は、例

えば、使いたいということのような申出があった

ら使えるというふうな認識ですか。 

○中里委員長 それは違います。あそこの一般質問

や代表質問の際に、入り口であったり、いわゆる

議員席の前に、質問者席のところに置いてしまう

と、議員さんも見えないし、例えば、入り口の前

に置いたところでも、議員さん、それから執行部

の方々で65インチ型というのは、目の前で見ると

大きいんですけれども、実際、私、皆様も傍聴者

席にも座って御確認いただいたと思うんですけれ

ども、字が小さくて、実際傍聴者の方に見えるか

どうかというところは、私はちょっと個人的には

見えないのかなというふうに思ったんです。 

  今回でできれば導入というか、一般質問と代表

質問で資料提示の際に大型ディスプレイを使うか

使わないかというのは、今回、この議会運営委員

会で使用するかしないかは、ちょっと決を採りた

いというふうに思いまして。 

○益子委員 了解しました。 

  なぜ先ほどそういったお伺いをしたかというと、
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やはり私も大筋では中村委員と一緒の意見でござ

います。その中でもやはりこの導入の経緯という

中で、コロナの際にオンラインを利用してはどう

かということで、前任の議運のメンバーの中で話

し合われたものだということで認識しておりまし

て、そういった中でこの質問に使われるというよ

うなものも拡大解釈の中でありましたけれども、

やはり今、私どもも前回ですね、委員会の中で確

認させていただきましたが、あと執行部のほうの

事務局の説明もありましたとおり、やはり視認性

の部分ですとか、別に導入したものをせっかく使

うという部分は排除しないので、今後、研修会や

何やらで使えると思うんですが、一般質問に使え

るという点であれば、やはりメリットもあります

けれども、デメリットのほうがあるのではないか

というようなものも感じております。 

  そういった中ですと、やはり私も今後一定の方

向性としては決めるというような委員長の御発言

でございましたので、であれば今回は使用をしな

いで、次回以降の議運のメンバーの中とか今後そ

ういった活用をする場合が見えてくれば、またそ

ういった話も出てこようかと思うんですが、現段

階では時期尚早と考えますので、一般質問では使

用しないでもよろしいのではないかと思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  森本委員、いかがでしょうか。 

○森本委員 私、一般質問、代表質問のときに、資

料を提示してやったことが実はないんですけれど

も、あれというのはやりたいと言った人が議長に

言って、出すんですよね。やりたくない人は出さ

ないで、しゃべって、話で通してやりたいという

人は通してやる。 

  提示するというのは、これはある程度質問する

人の希望というか、やらなきゃいけないものでは

ないんで、このディスプレイが常に置いてあるわ

けではないというのが１つ。じゃ、今現状、プリ

ントアウトして、ボード作ってきてやっている人

たちの、大きいあそこに置いてやっているという

状態がいい状態、今のそのディスプレイを入れた

よりも見やすいのかというふうに考えた場合、比

べた場合ですね、使用した場合、そう考えたら、

明らかにこれ導入したほうが見やすいですよね、

比べたら。 

  だから、使わない人に関しては、見やすさは関

係ないわけじゃないですか、使わないから。邪魔

にもならないですね、置いたとしたって。でも、

使いたいという人にとってそれを見せた場合には、

ディスプレイがあったほうが明らかに見やすい。

しかも、画面を切り替えるのも早い。１面じゃな

くて２面、３面、４ページと見せることができる。

字が見えないというのは、それは使った人が小さ

い字で作っているからですよね。何がそこに示し

たいのかというと、例えば、図だったりする場合

だったりとか、マークだったりする場合もあった

りとか、例えば、議運長がこの間やったときに、

何でしたっけ、ブランディングのやつとかにした

って、プリントアウトしてその人が記事を何とか

見せよう見せようとしても、うまく広げることが

できなかったり時間がかかったりとか、そっちの

ほうの物理的な時間のほうがどちらかというとか

かっているのかなというふうに。 

  じゃ、あのボードをばっと出したときに、じゃ、

その後ろの人が見えないということを気にしたこ

とというのは今までありますかと。ないですよね、

１回もね。下手したら、同じ会派の人が引っ張っ

てきて、こうやって出してあげたりとか、そうい

う苦労をしてきたわけじゃないですか。 

  傍聴の環境を改善するという意味でも、この間

の実験では見えなかったと言うけれども、カメラ

で抜いたとき、ちゃんとカメラに映っていました
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よね。後ろの傍聴席のカメラにも見えていたと思

うんですよ、あのとき、実験したときには。見え

ない、そんなに視認性が悪かったという意識はな

いし、話している最中に、結局、次、そろそろ使

いますということを、例えば、使う人が事務局に

案内したら、その間、カメラがこっちに向けてい

る間しゃべっていたって声は聞こえているわけで

すから、質問している人はそんなにそれは気にな

らないはずなんですね。それはしかも、その人が

選んだことなんですよね、それを使うということ

を。選んだ人以外にそれは発生しないわけ。選ば

ない人にはちゃんと自分を向いてもらえているわ

けじゃないですか。それでカメラが、例えば、入

り口近くのディスプレイにカメラが向く時間、ち

ょっと時間がかかるから自分が映らないというこ

とを気にするんだったら使わなきゃいいだけの話。 

  選択肢として使ったことによってプラスになる

ことはあっても、何がデメリットなのかが、ちょ

っと私には理解ができないです。普通にどう考え

てもメリットのほうが圧倒的に多いし、使いやす

くなるし、使い方が難しいというのを、パソコン

のこの矢印１回押すだけで次のページに行くんで

すよね。ＨＤＭＩケーブルつなぐだけなんですよ。

ボタン１個だけの話なんですよ。そんな難しいこ

とはない。それを使えなくなるから時期尚早とい

うのは、ちょっと私には理解できない。 

  すぐにでも活用していいんじゃないかな。私が

使うという意味じゃないですからね。私、今まで

掲示物を使ったことがないんでそういうわけじゃ

ないけれども、一般的に考えたらどう考えても使

ったほうが傍聴環境にしても、説明にしても、執

行部に対する説明にしても今の現状のボードを使

って作って、印刷してきて作るよりもはるかによ

くなると思うんで、導入すべきだと考えます。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  相馬委員、いかがでしょうか。 

○相馬委員 森本委員と同意見で、これまで資料を

提示してやってきてパターンの質問の状況で、結

構苦労されているところもありますようにも見え

ましたんで、これがディスプレイでその図、もち

ろんどっちみっちそんなに見えないだろうと思い

ますんで、図とか写真とかそういったものが分か

りやすくなるんであれば、使いたい人は使えるよ

うな方法にしておいたほうがいいのかなというふ

うに思います。 

  以上です。 

○中里委員長 平山委員、いかがでしょうか。 

○平山委員 傍聴者に対するあれは考えているのか

なと私、思うんだけれども、我々は構わないけれ

ども、傍聴者、いろんな資料も我々あるし、傍聴

者がそこからあそこにずっと置きっ放しとかそう

なったとき、いずれ導入するなら、今の議場の中

で無理してあそこ置いて、ここ置いてということ

が果たしてどうかなということなんですよ。私は

それを思っている。自分は使わないからかもしれ

ないけれども。その辺を全体考えると、今の傍聴

席もああいう形になって、将来的には、もうちょ

っと違うところ、正面を考えるとか、何か執行部

に見せたいということになると相当そういうやつ

も新庁舎のときにやるんだったら考えるとか、そ

ういうことをきちっとしてそういう便利なやつを

あれするのはいいけれども、今の時点で無理して

あれを入れると、そういう不具合というんじゃな

いけれども、全体で出てきませんか。 

  やる人はそれがないと表示ができないのかね。

それはやっている人しか分からないけれども。 

〔「よく見えるというだけなんですよ」と

言う人あり〕 

○平山委員 その辺が限度があるし、その意味合い

がまだ今の時点では今言った場所とか私は現状で
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はまだ入れないほうがいいという意見です。 

○中里委員長 分かりました。 

  星委員、いかがでしょうか。 

○星委員 私は時々提示をしている立場として言わ

せていただければ、結構大変です。自分で例えば

マークなり、この図を作ったものをポスターサイ

ズにする。だから、Ｂ５をＡ４にする拡大サイズ

ではないんですよ。自分では、私はできないので

コンビニに行って、わざわざポスターサイズにま

でそれを４分割されているのを全部、というか小

っちゃいのを４分割に出すんですよね。それを今

度貼り合わせて、それを一生懸命夜な夜な作業を

して、ようやく一つの形にして、あそこに持って

いくわけなんですけれども、でもここでデータで

できるんならそんな手間は要らずに、あそこでぽ

んで映っちゃうんですよ、あの大きい画面にぽー

んと。すごい便利だなと思います。 

  見えないのは、私がこんな小っちゃいこのくら

いのボードで、何作ったって後ろには見えないし、

両面で貼り付けたことあるんですよ。片面だけだ

と見えないよねと言われたんで、結局その作業、

両面作んなきゃいけなくなるんですよね。後ろの

人にまで見せられるかどうかというところまで含

めると。 

  じゃ、それが今度傍聴席の人がそれ私が上げて

いるのがはっきり見えるのかというと、これまた

別問題で見えないと思うんですよ。 

  あるならば、自分でさくさくボード作ってこう

いうふうにやりたいわという人は、それでいいだ

ろうし、やっぱりディスプレイ使ったほうがいい

わという人は使えばいいし、そこは別に選択で、

使っちゃ駄目とか、使ってもいいよではなくて選

択制にして、その時々に応じて使えるような。 

  ただ、どうしても大画面がでかくて、後ろの人

が執行部の顔が見えないから云々であるんであれ

ば、本当にもう出入口のところでもいいでしょう

し、私なんかは作業が遅いから、一般質問の前に

思いついた、じゃ、これやろうみたいな感じでや

ったりしたりもするんですけれども、もっともっ

と準備のいい人なんかは前もって段取りしている

んであれば、議員さん用にはもうデータでこれを

打って、当日提示しますからとＳｉｄｅ Ｂｏｏ

ｋｓの中に何も入れていってもらえればいいだけ

の話だし、あと執行部のほうにもこれ出しますか

らねと資料を送っておけばいいだけの話かもしれ

ないんですけれども、パフォーマンスと言われり

ゃパフォーマンスかもしれないんですけれども、

別にあのディスプレイを使うのはいいと思います。

やり方はいろいろあると思いますけれども。 

○中里委員長 分かりました。 

  副委員長、いかがでしょうか。 

○鈴木副委員長 私は結論から先に言うと、まだち

ょっと早いかなと思います。 

  一番気になるのは、映画でも、委員会でもそう

ですが、教室だったら黒板が前にあって、見る方

向が一緒なんですよね。あれだと反対の人のほう

が見えない。じゃ、タブレットで動画で見られる

んじゃないかと。それを一々開いてというのは、

またちょっと一つ問題があるかなと思うので、確

かに質問する人が便利なのは認めます。 

  だから、前と後ろでぺらってやつ、前と後ろで

ディスプレイになっているのがあって、それがあ

ればもうちょっといいかなと思うんですけれども、

そうではないあれ１台しかないことを前提で話す

と、やっぱり議員で後ろの席で見えないのは嫌で

すし、どうしても執行部に資料として渡したいん

だったら、意外とＡ４とかＡ３でプリントアウト

したものを配ればそれで充分多分伝えたい内容は

伝えられると思うので、確かに便利な人もいると

思うんですけれども、みんな質問する人も執行部
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の人もそれを聞いている議員の立場の人もみんな

いいねと思う状況がそろえばいいんですけれども、

やっぱり違和感を持っている人がいる中で、質問

する人が便利だからというんでやろうとするのは、

まだちょっと早いんじゃないかなという気がしま

す。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  導入、一般質問、代表質問で資料提示の際に大

型ディスプレイを活用するのかしないかというと

ころで皆さんに御意見を一通りいただきました。 

  １、２、３… 

〔「３対４」と言う人あり〕 

○中里委員長 うん、３対４という形で分かれてし

まいました。 

  できれば、何だ、全員でみんなで決を採りたい

なというふうには思うんですけれども、まず、ち

ょっと私も一議員として意見を述べさせてもらう

と、今まで私も資料を提示したということがござ

いました。この前、皆さんと一緒に本会議場に行

きまして、いろんな椅子に座りまして、このディ

スプレイをこっちに置いた場合にはどういうふう

な、見やすいのかな、見づらいのかな、それから

どういう準備をしなければならないのかなとかい

ろいろちょっと確認をさせていただきました。 

  自分が正直、一議員としてですよ、委員長とし

てというよりは一議員として思ったのは、まず事

務局が準備をするのも結構大変かなというふうに

はまず思ったのと、あともう一つは質問者席の横

に置いた場合には、いわゆるその後ろにいる方が

多分執行部の顔が見えなくなってしまったりとか

になってしまうので、議場の場でそういうのがふ

さわしいのかな、どうなのかなというふうなのも

ちょっと思いました。 

  それとあと、入り口に置いた場合ですと、確か

にカメラぎりぎり寄っていけるのは寄っていける

んですけれども、ちょっとカメラ操作する立場に

してはちょっとやりづらい、いろいろ大変なのか

なというふうにも思いましたし、研修会では使え

るんだけれども、使いやすいとは思うんですけれ

ども、一般質問、代表質問ではなかなかちょっと

さらなる活用という部分においては、ちょっと使

いやすいのかな、使いづらいのかなという点で考

えると使いづらいのかなというふうには思いまし

た。 

  資料掲示とかというのは、いわゆる何ていうん

ですか、サイボウズとかＳｉｄｅ Ｂｏｏｋｓの

ほうにあらかじめ入れておけば全議員も見られる

わけですし、執行部も見られるわけなんで、そう

いうふうにしておけばいいのかなということと、

あと傍聴者の側からの視点に立ってみると、例え

ば資料を作って、ここに質問者席の隣に、今まで

どおり置いたとしますよね。そこにズームするだ

けで画面には傍聴者席の画面には映るので、それ

で大型ディスプレイを入れるまでやらなくても大

丈夫なのかな。事務局の準備とか労力のことを考

えると今までどおりでも大丈夫なのかなというふ

うには思ったんですけれども、そういうところも

ちょっと改めて皆さんで御議論いただきながら、

使用するかしないかをちょっと決めたいなという

ふうに思うんです。 

  中村委員、どうぞ。 

○中村委員 ディスプレイを使いたいという方の場

合に、その掲示、自分でどれをＰＲするためにそ

の議場において大きさは幾らぐらいのものを提示

することができるという規則はあるんですか。 

○中里委員長 事務局。 

○長岡議事調査係長 今のところ、規則というか決

め事というのは、ないと思います。 

○中村委員 だから、要するにそれを決まらない限

りは、質問した中で執行部にはっきりと見せたい
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場合には、大きいものを出したいというのは、こ

れは人の心理でありますよね、しっかりとしたこ

れですよ、見てくださいよ。 

  そうすると、大きいものを作って、極論を言え

ば１人では持てないから２人で持つよとかさ、拡

大解釈をすればそういう話になってくる可能性が

ありますよね。目立つ、すごいの作ってきたねと

いう形でとってもいいよというパフォーマンスも

あるよという。 

  そうすると、一つ一つがこの議場における議員

の一つの行動の決め事をもう少しやっぱり決めて

いかなきゃいけないことも考えていかなきゃいけ

ないと思うんです、私。 

  ですから、掲示板をどこまで議長の許可をもら

って、初めて掲示できますよという、その一つの

システムの中で何ぼも大きいものを出していいの

かとか、んじゃ、それをもっと拡大すればもっと

いい方法があるよとか、いろんなこと、今、それ

がその続きで今やっているわけになってくると私、

思っているんですよね。 

  ですから、それが全員が使っているというんだ

らば、今言った森本委員のように便利なものを使

うのは全く分かりますよ。一部の人間、見てみま

すと過去の議会の中でやられる方は限られている

ということで、大多数の方が使っていかない。 

  そういうものを考えると、便利さで結論してい

くのか、果たしてそういったもののために   

議論していかなきゃいけないという、私は感じま

す。一部の方が使うんであれば、独自の工夫した

議長が認めるサイズのもので今までのとおりでや

っていくべきじゃないか。 

  それと、全員がディスプレイを使えるような仕

組みにしっかりとした装置をつけて、初めてディ

スプレイを利用するというものにしていくべきな

のか。大きさをどのぐらいまで拡大したらいいん

ですかとか、そういったものもある程度皆さんで

決めていった中で議論をしていかないと、これ何

十回議論して、３日ぐらい議論していても全会一

致には絶対ならないという私は感じはいたします。 

  ただ、物があるから使い勝手のいいようにしよ

うというんであれば、皆さんがあるんならば、今

言ったように入り口に置こうが、端に置こうが見

たい人は見てくださいよと、便利ですから使いま

すよというんであれば、私はどこかの玄関の入り

口にでも置いておけばいいんであって、やはり全

員の理解を示して、この使い勝手のいいディスプ

レイを使いましょうというものであれば、私は全

く意味がないとこう思います。 

  なぜかというと、それは合意形成ができていな

い、一部の人間だけに利便性のあるものにして使

うんですよという形になってしまうからという感

じがいたしますんで、そこら辺をみんなで議論し

ていかないと、せっかくあるものだから使いまし

ょうというんであれば、端のほうに形で置いて、

その中で見える範囲でやってくださいというんで

あれば、私は構わないと思いますが、皆さんが納

得して、あるものを使うということであれば、誰

かが影になったり、そのたびに移動するのか。 

  あくまで、私どもは、これ執行部に見てもらっ

て、はっきりとした答弁をいただくものであって、

全世界に見せるものではないような気もしますし、

こういうものを必要とするから、市民に成り代わ

って質問するわけですから、そういった面をやっ

ぱり皆さんでしっかりと認識を持った中で取り入

れるか、取り入れないかというのを考えていかな

いと、何十回話しても、これ合意形成にならない

で、議員間討議３日ぐらいやるようですよ、正直

言いまして。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  私も委員長としては、このさらなる活用という
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部分については全会一致で決めたいなというふう

に思っております。 

  今、先ほど中村委員のほうから御意見いただき

ました。使うのであれば、全員が使えるような形

で活用できるような形を考えたほうがいいんでは

ないか。ただ、あるから使える人だけ使おうよと

いうのはちょっと違うんじゃないかという意見で

すけれども、皆さん、その御意見に対して何かご

ざいますか。 

  森本委員、どうぞ。 

○森本委員 全員使おうと思って、使う権利であっ

たりとか、機能的には全員使えますよ、間違いな

く。全員が使えるんですよ。 

  ただ、使うか使わないかが選ぶのが一人一人だ

という話だと思うんですよ。今までも掲示物は使

ってもいいというルールが、出していいというル

ールがあったわけですよね。極端な話、極論です

けれども、じゃ、私、掲示物使います、提示しま

すと言って、65インチのディスプレイを家から持

ってきて、エレベーターで上に上がってきて、は

い、これ使いますといったら、オーケーになっち

ゃうことですよね、今の現状だと。これが議員み

んなで買ったものだから、使うかどうかと議論し

なきゃいけないのであって、コピーじゃなきゃい

けない、例えば、発泡スチロールのボードはいい

ですかとか、段ボールで作ったボードはいいです

かとか、そういうルールないわけですから。 

  だから、極端な話、家から65インチのディスプ

レイを持ってきて、出したらいいのかという話に

なっちゃうぐらいな話で、そんなことする人いな

いとは思いますけれども。 

  私も実際掲示物を使ったことないんで、別に自

分で使いたいから言っているというわけじゃない

です。 

  ただ、現状よりもよくなるために使うものを、

わざわざ使わないと判断するのはおかしいのかな

と。実際見えるわけだから。使う使わないは個人

の判断なわけなんです、そこは。別に皆さん、こ

れ決まって使えるようになったから全員使ってく

ださいと言っているわけじゃないんですよ。それ

だったら、何でそれがだめなのかがちょっと理解

ができない。 

  実際に、ボード作るよりも、入り口に置いたと

したって傍聴席からも執行部席からも実際前回置

いたときに見やすかったわけですよ、こっちのほ

うが明らかに、見やすいという意味では。だった

ら、少しでもよくなるんだったら導入したらいい

んじゃないですかというふうに思うんですけれど

も。 

  全員が使わなきゃ駄目だと思うんですとか…… 

〔「そんなの言っていないよ」と言う人あ

り〕 

○森本委員 合意ができないというのも、それも選

択肢なんで、いや、それ使いたい人が使うまでを

否定することはないのかなというふうに思ってい

ます。 

○中里委員長 分かりました。 

  星委員、どうぞ。 

○星委員 すみません、事務局にちょっとお聞きし

たいんですけれども、例えば、これ実際に使わせ

てくださいとなったときに、休憩時間で多分セッ

ティングをするようになると思うんですけれども、

そこに対するあれというのはどうなんですかね。

大変さというか、やっぱりそうなっちゃうとちょ

っと大変だよねと正直思っちゃうのか。でも、出

入口のほうだったらすぐに…… 

〔「キャスターついているしね」と言う人

あり〕 

○星委員 キャスターついていて、出入口のところ

だったら出し入れ簡単だからあっちに置くんだっ
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たらいい、できるかなとか、その辺というのはこ

の間ちょっとセッティングしてみてどんな感じで

したか。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 移動自体は、15分の休憩の中

で動かすということは可能かと思います。 

  ちょっと足が、何ていうんでしょう、移動して

いるときにやっぱり画面を割らないように気をつ

けるとか、そこら辺の基本的なところはあるんで

すけれども、それよりは、あとは御自身ができた

ものをちゃんと映せるのかどうかというのを、事

前チェックが恐らく必要かなというふうには思っ

ているところです。 

○星委員 じゃ、資料提供、見せたいという人が前

日にちょっと調整したりとか、ちゃんと映るかど

うかの確認は必要ということですね。 

〔「そうですね」と言う人あり〕 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 この今見ていただいている資

料の次ページ以降が、活性化から御報告いただい

た内容になっていまして、一応、何でしたっけ、

下から６番、会派代表・一般質問について（参考）

ということでここに事前準備、使用する場合につ

いては、資料の掲示の許可というものを前々日の

12時までにしていただきまして、その次の日の本

会議が終わった後に、一度テストをしていただい

て、本番臨んでいただくというふうな、ちょっと

許可の期間が延びてしまうかなというところと、

その許可をちゃんとしていただくということをし

ていただければその休憩時間にディスプレイを持

っていって、使っていただくということは可能か

なと思っています。 

  質問のその１時間の中で途中で見づらいから外

してというのはちょっとできないと思うんですれ

ども、御自身の質問の中でずっと置くということ

はできるんではないかなというふうに思います。 

  以上です。 

○中里委員長 平山委員。 

○平山委員 いろいろ聞いているんですけれども、

あの高さがちょっともうちょっと低ければ問題な

かったんでしょう、高さの調整できて。 

〔「高さの調整できるよ」と言う人あり〕 

○平山委員 いや、あれ以上下がらないでしょう。

どうなの。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 一度下げたことがあるんです。

あれも実は一番下げて、一番下までちょっとやっ

ている状況でして、はい、あれ以降はちょっと難

しいかなというふうに。 

○平山委員 その買った機械は、そういうことを聞

いたので、恐らく今はそうじゃなくて別のやつも

いろいろあると思うんですよ。ただ、この経緯を

聞いて、何でしたっけ、在宅であれ、リモートで

やるという、欠席者を、そういうためにやったや

つでしょう。それだから、すっと入れたんだけれ

ども、現実、これ議場で使うとなるとそういう無

理があるんじゃないかと思っている、今の段階。

これからいろいろ技術あるんだから、別に集まっ

た100万を買えばできるんでしょうけれども、目

的は何で、誰に見せるんですか、その画面を。 

〔「執行部に見せるんじゃないですか」と

言う人あり〕 

○平山委員 執行部でしょう。そうしたら、ディス

プレイじゃなくて、これに入れればよく見えるん

じゃないですか。紙があるんだったら、データで

送れば、いちいち印刷して、今、紙はなくすと言

うんだから、それは理解しますが、これデータで

入れればいいんじゃないっけ。傍聴者は映せるよ

ね。 

〔「いや」と言う人あり〕 
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○平山委員 映せないのですか。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 今現状なんですけれども、こ

のＳｉｄｅ Ｂｏｏｋｓで議員の皆さんが見てい

ただいているところに、事前に資料を入れて、み

んなで共有して、そのときに見るだけの対応です。

そして、執行部のほうにも、事前にデータを送っ

ておきますので、執行部のほうでみんなでその場

所に行って、見てもらうというのは、今現状もや

っているところです。 

〔「これでできるよね。そうですよね」と

言う人あり〕 

○長岡議事調査係長 ただ… 

傍聴者の方には、何ていうんでしょう。 

〔「画面ないのですか」と言う人あり〕 

○長岡議事調査係長 画面はあるんですけれども、

例えば、本とかそういうふうなものをカメラで映

して、その映したものを傍聴席のところに映して、

それを見ていただく。 

〔「直接見れない。だからこの画面をカメ

ラで映したものだったら傍聴者は見れる

と」と言う人あり〕 

○平山委員 それだけ手間がかかって、これだけの

ことをやる意味があるのかなと、今の段階で。 

○星委員 傍聴者が見られる。 

○平山委員 傍聴者が見られる。 

○星委員 これをやると傍聴者が見られる。だけれ

ども、サイボウズと執行部のデータだけだと傍聴

者は何も手持ち資料がないので見れません。 

○平山委員 これでは見られる。これだったら置く

場所を考えて執行部等ではこれで入れて、Ｓｉｄ

ｅ Ｂｏｏｋｓに入れて、ディスプレイをどこか

違うところ、傍聴者が見えるように置けばいいん

じゃない、置く場所。 

○中里委員長 皆さん、ちょっといいですか。挙手

して、挙手して発言お願いします。 

  平山委員。 

○平山委員 そんなことで今、先ほど言ったのは分

かりました。それほど無理して入れるような気が

するんで。無理して入れないというのは分かりま

せんけれども。 

  傍聴者は、別に画面よりも、それを見るよりも、

皆さんのやり取りをしながら見に来るんじゃない。

違うんですか。だったら、ディスプレイの議場な

んか要らないで、これでやればいいじゃない。デ

ィスプレイ使って、議会をやったほうがいいんじ

ゃない。そういう意味なんですか。ごっちゃにな

っているんじゃないですか。 

○中里委員長 森本委員。 

○森本委員 今の平山委員のやつだと、確かにもう

ディスプレイもなし、タブレットもなし、原稿で

１対１でやりましょうと、それで駄目じゃないし、

昔はそれでやっていたんですよ。それが悪いと言

っているわけでも全然ないんです。 

  だけれども、より分かりやすく、より見やすく

するためにはどうしたらいいでしょうといって新

しいテクノロジーが出てきたりとか、新しい機材

ができてきたりした中で…… 

〔「大丈夫、分かっているから」と言う人

あり〕 

○森本委員 少しずつでもよくしようとするために

言っているだけの話で、 

〔「それは分かっている」と言う人あり〕 

○森本委員 前のことを否定しているつもりは全然

ないんですね。 

〔「いや、俺、前のことを言っているわけ

じゃないの」と言う人あり〕 

○中里委員長 平山委員。 

○平山委員 それ勘違いしていますよ。昔はこうだ

ったと俺、言っているわけじゃないの。新しい事
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業は取り入れて、執行部のちゃんと資料もそうや

って入れれば済む。 

  そのほかに無理して今回、言っているじゃない

ですか、早いんじゃないのと。無理してあそこに

入れて、あそこをここに置くという議論をやって

いること自体があれなんじゃなのと。事務局には

手間かけるんだよ。仕事をどんどんつくって。撤

去するのは誰がやるの。それもよく考えたほうが

いいと思うよ。 

○中里委員長 星委員、どうぞ。 

○星委員 傍聴者のほうにしてみれば、確かに傍聴

席から見るのは、このでかい大型モニターの裏の

画面しか見られないんですけれども、事務局のほ

うからカメラをこのモニターに撮るじゃないです

か。そうすると、その画面はここの傍聴席のここ

のモニターからは見れるし、あとは議場の横に書

いてあるところに映すことができるんですよ。 

〔「これを映せばね、これでしょう」と言

う人あり〕 

○星委員 はい、映せば。だからこれがあるとより

情報は皆さんに伝わりやすいんじゃないのかなと

いうところですね。 

〔「今でもそれはできるんだね。ただ、今

はできない」と言う人あり〕 

○星委員 今はできないです。これを入れると、こ

のモニターの画面をカメラで撮ることによって、

そのカメラのデータをこっちのモニター、要は傍

聴席側にあるほうのモニターに映すことができる

んですよ。ですよね、間違っていないですよね。

そういうことだよね。 

○中里委員長 平山委員、どうぞ。 

○平山委員 画面が大きいからこれから映すと見や

すいと、字も大きくなるし。個人で持ってきたや

つは限度があるから、作るのはもちろん大変だけ

れども、作ってきてもこういうやつじゃ、とても

映しても何も見えないと。 

  だから、そうだったら意味ないじゃん。いや、

これだけのためにやるのですか。 

○中里委員長 星委員。 

○星委員 すみません、私もボードをやって、説明

をしたときがあって、事務局から映される画面の

ほうはそのボードプラス自分の姿もあるので、も

のとしては物すごく小っちゃい。この持ってきた

もの、パネルに対してスポット浴びて、それを大

きく映すわけじゃないんだよね。分かりますか。 

〔発言する人あり〕 

○星委員 そうそう。ある程度大きくできても、で

も傍聴席からはちょっと何提示しているのか分か

らないよねという意見はいただいたことはありま

す。 

○中里委員長 益子委員、どうぞ。 

○益子委員 すみません、今いろいろ皆様のほうか

ら意見をいただいた中で、私のほうからちょっと

別の視点からちょっと行きたいと思うんですけれ

ども、もちろんこの権利として、議員の権利とし

てこのディスプレイを活用するしないの権利はあ

ろうと存じます。 

  それは認めますが、一方でこの皆様のほうにも

あるとおり、この後ろのほうに資料の中で写真が

あると思うんですね。そうしますと、やっぱり一

部の方はこのディスプレイによって、質問する中

で、私なんかは、皆さんはどうか分からないんで

すけれども、様々な議員の方々が質問しているも

のを受けて、執行部がどんな反応して、どんな表

情をしているのかなというのを私は見ているんで

す。 

  というのは、自分でもしかするとその質問をし

たときに、相手はこんなふうなニュアンスを取っ

ているのかなとか、いろいろその表情とかそうい

ったしぐさなどを見て、質問など次回こういうふ
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うにしてみようかなという考えもちょっと持って

いるものですから、そうするとやはりこの画面が

見えないというのは、逆を言えばこのほかの議員

さんたちによっては、相手方、やっぱり一体感を

持って、議会で全員でその質問というのを臨んで

いる中で、一方ではその表情見える人もいれば、

見えないという質問の方がいらっしゃる。そうい

う場合は、やはり別の視点からいうと、見たくて

も見えないという部分であれば、確かにそうする

とその権利を奪うことにもなりますんで、そうい

った視点もなるんじゃないかなと考えています。 

  一方で、このディスプレイを例えば出入口付近

に置くという話もありますけれども、出入口とい

うのは、やはり皆さん、見ていただいたとおり、

これ非常口も兼ねているんですよね。 

  一方で、どちらかを塞いでしまうと、万が一何

かの災害があったときに脱出するというときに、

一方はそのディスプレイが置いてあることによっ

て、万が一倒れてしまってとか、すぐにどかせる

可能性もありますよ。だけれども、ないかもしれ

ないということを考えた中で、一方の出口、非常

口を塞いでしまうというと、片方のところにやっ

ぱり大勢の人が行ってしまったりとか、そういっ

た観点もあったりとかするんじゃないかというふ

うにも、先ほどの権利の部分でいうとそういう可

能性もあるので、いろいろな部分の視点から考え

ると、今、委員の皆さんがあるとおり、いろんな

様々な意見が出ているとおり、それを全員、全会

一致というのはなかなか難しいと思いますんで、

今回、決を採るということでございましたけれど

も、そうなるにしても最終的にはなるべくだった

らみんなで意見を平らに持っていってやっていき

たいというのがあるんですけれども、どうしても

そういうことになってしまうのであれば、様々な

ことの観点から考えていくと、今回時期尚早では

ないかなと私は考えますので、そういった方向で

検討いただければと思います。 

○中里委員長 森本委員、どうぞ。 

○森本委員 確かに、後ろに確かに表情が見えない

という話があったんですけれども、表情が見えな

いのでよくないですよというふうな話があったと

思うんですけれども、それを言ってしまうと、じ

ゃ、質問しているときに脇にボードを立てたりと

か、のぼり立てたりとかしてやっていますよね。

あれも駄目になるんですよね。あれも結局、後ろ

の人のかなり隠れているという状況というのは、

今までも発生したわけですよ、後ろの席の人。例

えば、中里委員長の席のところなんていうのは、

あそこの脇に立てたらちょうど目の前にボードが

来て、執行部が見えないというのは、現状でもあ

る状態なんですよね。 

  それを、権利だからそれは、顔は出すべきだと

いう話になってしまうと、じゃ、そのボードも、

じゃ、下に置かなきゃいけないとかというルール

にしなきゃいけないとか、そうなってきちゃうと

思うんですよ。 

  何回も言っていますけれども、これやる人だけ

のときだけなんです、出すのというのは。常に出

しているわけじゃないです。それを、例えば１回

の議会、定例会議の中で２人つかうか３人使うか

分からないですけれども、それをそんなに目くじ

ら立てて使っちゃ駄目だよとという必要はないの

かなと。せっかくあるものなんだから、使いたい

人には使ってもらったらいいんじゃないのという

ふうに私は思っています。 

  それを何で駄目なのかがというのが、ちょっと

私には。確かに使っているときに見にくいんだよ

なという意見が、後ろの人が見にくいんだよなと

か、それはあるかもしれないけれども、それは今

までもあったことであって、そんなに問題になる
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こととはとても思えない。 

  それよりも、例えば傍聴者がこの提示したもの

を後ろの画面できれいに見えたりとか、執行部の

ほうに対しても、例えば、ページを動かしたりと

か、動きを入れた動画を入れたりとか、例えば、

車の動きと歩行者の動きを示す場合に、動画にす

ることが可能なんですよね、これだと。より分か

りやすい掲示ができることは間違いないんですよ、

このパソコンが使えるという段階で。本当に動画

を使うかどうかは別ですからね。それが動画を使

うことを許すことは、また別ですからね。 

  でも、その可能性があるものなんですよ。説明

しやすくなる。例えば、このページ、次のページ、

次のページというので切替え、今までだったらボ

ードに１回載せ替えなきゃいけなかったのを、ボ

タン１個でページを切り替えることによって、そ

のさらなる説明の部分の表示ができる。例えば、

交差点のだったら、動画が駄目だというんだった

ら、歩行車と車の状態の立ち位置、ひっくり返し

てぶつかった位置とか、そういう表示もできるわ

けですよ、ぶつかる位置とか。だから危険なんで

すよということで、質問にいわゆる信憑性を持た

せるということも可能になってくるわけですよ。 

  そういうことをやりたい人というのは、多分い

ると思うんですよね。私は今までその掲示物を使

ったことはないですけれども、そう思っている人

たちの権利までをそんな後ろが見えないからとい

う理由で、傍聴者がそれが見やすくて、分かりや

すくなる、執行部も分かりやすくなる、議員は手

元資料で見れるようにできますというだけのこと

があるのに、わざわざ使えなくするというのは、

先ほど、本当に無理に使えなくする必要はないん

じゃないかなという気がします。 

○中里委員長 副委員長。 

○鈴木副委員長 今から言うことの前に、執行部は、

議員は全員タブレットを持っていますよね。執行

部はパソコンを全部置いているんでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○鈴木副委員長 ということは、先ほどのデジタル

データとして資料としてこれに入れておけば、質

問をするときに、皆さんのお手元に資料がタブレ

ットないしパソコンで見れますよねということに

なれば、デジタルで全部作ったものをそこに入れ

ることで、別にあそこに大きなモニターを置かな

くても、今言った森本委員の言いたい便利なもの、

データを使って動画を見れるというのは各個人の

パソコンやタブレットで見れて、かつ後ろの傍聴

者のモニターにもパソコンをつないでディスプレ

イとして使えば、操作する人がいれば、そのとき

動画を切り替えて資料を映すことはできると思う

んですよ。別に難しくないと思うんですよね。 

  だから、せっかくでかいパネルをカメラで映さ

なくても、資料のときだけはそれができる。それ

が終わったら、また今までどおりのところに切り

替えればいいだけなので、森本委員がやろうとし

ていることは、各パソコンやタブレットで十分で

きると。 

  やっぱりこの議員としても、同じなんです。益

子委員と同じように、やっぱり後ろにいる人は目

の前に、その人のときにずっと置いていて、今ま

ではこれですよといったら確かに後ろの人は見え

なくなる。これちょっと見てくださいといったと

きに、少々見えなくなるけれども、あれをずっと

置かれるというのはすごく威圧があるので、わざ

わざそのときだけ終わったらどかすという、その

１人の議員の間で。そういう意味では、そういう

使い方は多分しにくいと思うので、やっぱり森本

委員が言うんであれば、物すごくデータ、本を写

真に撮って、デジタルデータとして中に入れてお

けば済むことなので、何かそっちのほうが逆に使
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いやすくて、みんな見やすいんじゃないかなとい

う意見もちょっと思うんで。 

  私は、とにかくちょっとまだ使い勝手としては

時期尚早かなという立場でお話をしました。 

○中里委員長 中村委員。 

○中村委員 今、新しいＤＸ時代に入ったという認

識の中で話をしていても、那須塩原市議会の代表

質問・一般質問がそんなに動画をもってＤＸを使

って動画を見ながら執行部に説明するものまで那

須塩原市の議会が行くべきなのかどうかというも

のも、真剣にやはり議運で相談をした中でこうい

うディスプレイを使っていくということを考えて

いかないと、あるものは何でも使うのは当たり前、

それはという感じには、私は違うと思うんですね。 

  那須塩原市議会の一般質問・代表質問に、果た

してそういうものを使ってどこまでやっていくの

かといやはりコンセンサスを使った中で、やはり

一歩一歩進めていかないと、使える人には使わせ

る道を選ぶ、それは当たり前かもしれませんが、

やはりこれ皆さんで決めるわけですから、やっぱ

り私たちの代表質問・一般質問とは何じゃという

ことも基本的にしっかりと議論した中で、ものを

動画で見せるのか、細かく説明できるものまで提

示すべきなのかとかというものもやっていかない

と、これ本当に個人個人によって議長に許可をも

らえば何でもいいんですよという形の中で行くべ

きなのか。やはり少しずつコンセンサスをつくっ

ていかなきゃいけいと思いますんで、ＤＸの時代

ですから、質問をしないでもう動画ばーんと執行

部に見せたら、私の言いたいこと分かるでしょう、

こういう一発で行くの簡単ですよね。 

  ですから、そういうもんじゃなくて、私たちは

心を込めて市民の代弁して、執行部に訴えて、そ

の中で答弁をいただいて、市民に理解をいただく、      

を図っていくというものが今のこの代表質問とか、

市政一般質問の中で行われている。その中でも質

問はあれしていて、答弁をもらわない議員がいる

とかいろいろ課題はいっぱい多いんですけれども、

その中で少しずつやっていく中で、この使い勝手

のいいものを置いて、使いやすい人だけに使って

くださいという、まだ時期尚早だという話を今、

私は考えているわけです。 

○中里委員長 相馬委員、どうぞ。 

○相馬委員 まず私個人的には、今まで資料提示と

いうのは、紙で印刷したものを執行部と議員全員

に配ってやったのが、恐らく２回ぐらいございま

す。前回の質問のときにもちょっと作ったデータ

を出したいんだということでやりました。そのと

きに、タブレットをＳｉｄｅ Ｂｏｏｋｓに入れ

てもらって、それで結局、執行部と議員は全員見

られたはずです。 

  ただし、終わってから、以前紙で配ってやった

ときに、配ったやつをもらえませんかと、実は言

われたのが記者なんですけれども、に言われたの

と、それからパソコン、何ていうんですか、事務

局がカメラでディスプレイを抜くことによって、

傍聴席のまずテレビにアップで映る、それからも

う一つは、ネット中継を見ている方に、バタバタ

っというんではなくて、きちんとした画面いっぱ

いにカメラでぽんと抜いているんで、ネット中継

を見ている方に全部その資料といいますか、その

掲示したものがはっきり見られる。議会モニター

制度というのを導入して、今議会モニターさんが

結構ネットのインターネットの中継を見ていただ

いて、モニターさんからいろんな意見をいただい

てというふうになっているときに、やっぱり手で

作った掲示物がちょっと見づらいとかと、そうい

った意見もあったはずなので、一般質問のときに

ディスプレイを導入できたらいいんじゃないでし

ょうかねということで、これまでの活性化委員会
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とか、それからこれまでの議運でそういうふうな

議論になってきたんではないかなというふうに思

いますので、基本的には執行部、議員はみんな見

られる。だけれども、傍聴者、それからインター

ネット中継を見ている傍聴席の人は、実際にはな

かなか見づらいというそういう意見からこういう

ふうになっているので、できれば掲示物をはっき

り見られるような設備にしていったほうがいいん

ではないかなと。 

  それには今の方法としては、別の方法があれば

いいんですけれども、ないようであれば今の大型

ディスプレイを活用したほうがいいんではないか

なというふうに思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  大体ちょっと、私のほうから皆さんにちょっと

お尋ねしたいというか、部分があるんですけれど

も、大型ディスプレイ、結構重くて、大きくて重

いものなんですけれども、例えば、災害が起きた

際、大地震が起きた際に、通路を塞いでしまうん

じゃないかなというがちょっと思ったところなん

です。 

  例えば、まず最初に活性化委員会さんのほうで

検討していただいた質問者席のあの通路のところ、

質問者席の隣の通路ありますよね。議席と議席の

間のところ。あそこの間に置いてしまうと、何か

起きた際に身動きが取れなくなってしまう。 

  じゃ、もう一つのその出入口のところに置いて

見ればいいんじゃないかという話もあると思うん

ですけれども、出入口に置いちゃうと、当然そこ

から非常口だったりとか、出入口を塞いじゃうこ

とになるのかなというふうにも思うんですけれど

も、ちょっとその点についても皆さんに御意見い

ただきたい。 

  森本委員。 

○森本委員 多分どこに置くかという話で安全性の

ためにという意味ですよね。 

○中里委員長 はい。 

○森本委員 だったら、いろんな方法があると思う

んですよ。安全な場所を選ぶ必要があると思いま

す。例えば、じゃ、どこに置いたら一番安全でで

きるのかというのは、もうちょっと議論があって

もいいかもしれない、確かに。 

  そのために、例えば、執行部にはデータで渡す

ことができます。議員にもデータで見られます。

相馬委員のおっしゃったように、傍聴席に見せた

いんですというんであれば、極端な話をしちゃえ

ば、議長の前とかに置いて、傍聴席のほうに向け

ちゃって構わないと思うんです。見せたいという、

目的がそこであれば。それだったら通路の邪魔に

はならないわけですよね。 

  もう一つ、鈴木副委員長の言っていた後ろのデ

ィスプレイに動画とかそういう画像をパソコンか

らつなぐというのは、多分、前に事務局に聞いた

ことがあってできませんと聞いたんで、それはで

きないんですけれども。それはできなんですけれ

ども、だけれども、見てもらうという意味ではそ

ういう方法でも執行部にも議員にも見せて、傍聴

者に見せたいというんであれば、ごめんなさい、

私、本当に掲示しているほうじゃないんで、その

掲示する人たちの考えとはちょっと違うかもしれ

ませんけれども、そうやってやれば執行部にも見

せられる、傍聴者にも見せられる、そして、議員

にも見せられるというふうにできるんで、一番目

的達成できるのかなというふうに思ったりはしま

す。そして、通路も塞がないというのもあるんで

すね。そういう方法も一つあるかなと思います。 

○中里委員長 実際、私も森本委員がおっしゃるの

はよく分かるんです。あれですけれども、議長席

の前に画面を置けば大丈夫じゃないのかという。

それがちょっとふさわしいのかどうかということ
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を、もう一つ。そこに画面に置いて、傍聴者がち

ゃんと見られるかどうかですよね。実際、そうな

ってくると…… 

○中里委員長 じゃ、すみません、会議ちょっと始

まって１時間たちましたんで、ここで15分間の休

憩を取ります。 

  会議の再開は15時10分からといたします。 

 

休憩 午後 ２時５５分 

 

再開 午後 ３時０８分 

 

○中里委員長 それでは、休憩前に引き続いて会議

を再開いたします。 

  大型ディスプレイの本会議場における活用につ

いて皆さんから一通り御意見いただきました。改

めて皆さんに御意見いただきたいというふうに思

いますけれども、非常口、安全性の件と、それか

ら、その場合どこに置いたらいいのか、そして、

しっかり運用するにはどうしたほうがいいのか。

改めてちょっと皆さんのほうから御意見いただき

たいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

  一番最初に、益子委員。 

○益子委員 私も先ほど来からも申しましたとおり、

やはりこの会議規則の中とか、恐らくそういった

安全面なんかも考えますと、非常口とかそういっ

たものがちゃんと配慮する必要があろうかと思い

ます。 

  そういった点で、やはりそういったところに置

くのはふさわしくないと思います。 

  あと、別な観点で執行部席、あとは議員のほう

のものであればタブレットで可能ですし、モニタ

ーさん、傍聴者の部分を考えれば、その点を大型

ディスプレイでないもので可能であるということ

もある程度理解ができましたので、そういった方

向で考える点もあろうかと思いますので、大型デ

ィスプレイでなくてもいいと思います。 

  そういったものを勘案しまして、大型ディスプ

レイは今回は時期尚早だと考えます。 

○中里委員長 相馬委員、いかがでしょうか。 

○相馬委員 これ今日、どうしても決定しないと…

… 

○中里委員長 なるべくできれば決定したい。 

○相馬委員 実際にちょっとやってみて、どんなも

のかというのを１回ちょっと示すというか、実際

にやってみないと、その置く場所であったりとか、

その映像であったりとか、じゃ、その質問の時間

内で、まさか１時間ずっとディスプレイをつけて、

それを映しているということはないと思うんで、

大体どんなものか１回、議員がいないところはな

んでもいいんですけれども、実証的なところをち

ょっとやってみて、本当にこれは駄目なのかとい

うのをちょっとやってみて、もうちょっと検討し

て、今日どうしても出さなくちゃ、結論を出さな

くちゃなんないということではなくてもいいんで

はないかなというふうに思っているんですけれど

も、どうなんでしょうか。 

○中里委員長 分かりました。ありがとうございま

す。 

  中村委員、どうぞ。 

○中村委員 るる意見を聞いて、今ディスプレイを

使う必要があるかどうかというような那須塩原市

の本会議場において考えた場合に、やはり議場と

いうものはそもそも議員と執行部の議論の場であ

って、議論を中心に市民に理解をいただいて、執

行部にも理解いただくというようなのがもう議場

の本意であります。 

  そしてまた、掲示物とかというものは、一切議

事録に残せないものでございます。ですから、議

事録にも残んないものを一生懸命何分も提示する
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ということ自体が、質問者に対して時間のロスに

もなる可能性もありますし、理解度を深めるため

にも、じゃ、掲示物はちゃんと作ったものを皆さ

んに執行部に理解していただきたいというときに

は、カメラをずっと当ててもらって、執行部は両

サイドのカメラで見られる。また、傍聴者の方は

後ろの傍聴席のテレビカメラで見られるというこ

とを考えますと、それは私はまだ十分この那須塩

原市の議会で通用するということを理解しますと、

やはり使い勝手のいいものは、もう全体的に設備

のいいところで使えるような場所ができたら使う

べきであって、今の時期にはまさに時期尚早とい

うことを訴えたいです。 

○中里委員長 なるほど、分かりました。ありがと

うございます。 

  そのほか御意見ございますでしょうか。 

  星委員、どうぞ。 

○星委員 私、相馬委員と同じで、ちょっとやって

みないことには分からないという部分もあるので。

今ちょっと決を採るというよりも、ちょっと試し

てみて、もう一度検証してからでもいいんじゃな

いかなと思います。 

  以上です。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  では、先ほどちょっと副委員長とも話したんで

すけれども、完全に４、３という形で使用するか

しないかということで意見が割れております。で

きれば、この大型ディスプレイの議場における検

討ということも、検討事項から、いわゆるもう協

議事項からちょっと外したいというか、議会運営

で物すごくこんな時間かけなきゃならないことな

のかとか、そういうことでもないので、なので、

できれば、今回の議運で決定したかったというの

はございます、正副としては。まさかここまでも

めると思っていませんでした。 

  先ほど、ちょっと鈴木副委員長とも相談したん

ですけれども、完全にちょっと４、３で分かれて

おりますので、なるべく私としては全会一致で決

めたいなというふうに思っていますけれども、今

の状況ですと無理でありますので、使用するかし

ないかについては、しないというよりかは、どう

でしょうね。先ほど、星委員、相馬委員からも御

提案がございましたけれども、一定期間の試行期

間というものを設けて、使用するかしないかとい

うのを議運で決定していく、このような形で検討

していければというふうに思うんですけれども。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○中里委員長 じゃ、ちょっと皆さんに改めてちょ

っとお伺いいたします。 

  試行期間については、どのぐらいの期間を取っ

て、いつ改めて検討するのか、検討というか、決

を採るのか、ちょっと皆さんに御意見いただきた

いというふうに思いますが。 

〔「ちょっといいですか」と言う人あり〕 

○中里委員長 はい。 

○森本委員 試行期間ということは、その間は一般

質問とかで使えるということですか。そういうふ

うな意味に取れちゃうんですけれども。 

  多分、相馬委員が言っていたのは、いないとこ

ろでどこに置くかとかを確認をするという意味だ

と思うんですけれども。 

〔「そういうことですか」と言う人あり〕 

○相馬委員 本会議の一般質問をやる前にシミュレ

ーションを１回やってみて。 

○中里委員長 そういうことだったんですね。 

○相馬委員 それで行けるのか、行けないのか、本

当に邪魔なのか、邪魔じゃないのかを１時間、そ

の一般質問をやったような状況で１回全部動かし
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てみて、インターネットにもちょっと中継やって

みてもらって、実証実験です、要は実験。実験を

やってみてからの判断で、ここで言葉で言ってい

るんじゃなくて、実証実験でやってみてからでど

うなんでしょうかと。 

  それ、じゃ、12月の、じゃ、一般質問でやって

みるというのは…… 

○中里委員長 何かそういうことなのかなと。 

○相馬委員 それでもいいんですけれども、誰かや

れる人がいるんだったらそれでも結構なんですが、

一般質問でやる前に１回ちょっと１時間程度やっ

てみたらいかがでしょうかという話です。 

○中里委員長 分かりました。すみません、私の聞

き間違いというか、解釈の仕方がおかしかった。 

  今、相馬委員のほうから御提案ございました。

実証実験というものを、改めて、例えば一般質問

のように１時間ぐらい時間を取って、これは全議

員さんに…… 

〔「そのほうがよろしいです」と言う人あ

り〕 

○中里委員長 参加していただきながら、実証実験

という形でやるような形でどうでしょうね、副委

員長。そのような形で、じゃ、取らせて…… 

〔発言する人あり〕 

○中里委員長 そうですね。 

  じゃ、そのような形で実証実験のほう、機会を

設けてつくりたいと思いますが、そちらでよろし

いでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 では、11月９日に、全協で報告をし

ますけれども、実証実験をしますということで、

全協でちょっと報告するような形で、まずはちょ

っとこういう形で実証実験を行いますということ

で全議員に報告してから、改めて実証実験を行い

たいというふうに思いますので、よろしくお願い

したいというふうに思います。 

  それでは、⑵を閉じまして、協議事項の３、令

和６年度以降の市政一般質問の検討についてに移

りたいと思います。 

  まず最初に、事務局から説明をお願いいたしま

す。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 すみません、じゃ、資料のほ

う配信いたします。 

  会派代表質問のほうは御決定いただきましたの

で、今度は一般質問についての検討ということで

ございます。 

  まず、現状ということで一番上の段、ちょっと

緑、黄色のところを見ていただきますと、一般質

問が18人を超えているところが、令和元年12月、

そして黄色のもう一つ、令和４年の６月、こちら

は一般質問で18人がそれぞれ実施をされておりま

す。 

  それ以外のこの緑のところはどこかという話な

んですけれども、会派と一般質問を合わせた合計

数が16を超えているところが緑ということになっ

てございます。 

  何が言いたいかということで、この次の現状と

いうことで、一般質問が１日４人、そして今のと

ころスケジュールが４日間押さえている現状とい

うことで、16人分の一般質問のスケジュールを押

さえているというのが現状になります。 

  ただ、今までの実績のところを見ていただきま

すと、それを超える、例えば、会派の３会派のう

ち２会派がもし一般質問を行ったとすると、16を

超えてしまうケースというのも複数ある、そうい

う現状があることから、よりもうちょっと質問で

きる時間を確保してはどうですかというのが課題

としてございます。 

  要は、今、１日当たり４人の一般質問、それの
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４日間ということで16人がアッパー。それをもう

ちょっと増やしてできるようにしましょうという

ふうなお話です。 

  論点のまず１ということで、下の４番になりま

す。 

  会派代表質問のほうが開始時間を繰り上げてご

ざいます。９時25分ということになっております

ので、じゃ、例えば、それを繰り上げてどうなん

でしょうかということで、ちょっと次のページ、

資料を御覧いただければと思います。 

  次のページの上段になります。参考ということ

で、今、左側が現状の10時から開会をしまして、

４人やりますと３時半。これを右側になります。

30分繰り上げたとすると、３番目の方がお昼を挟

んでしまうというような現状がございます。なか

なか同じように、ごめんなさい、今回、９時25分

にしたので、同じく９時25分にしても、やはり３

番目の方はお昼を分かれてというようなちょっと

現状があります。ちょっと繰り上げるというのは

現実的ではないのかなと。 

  続いて、ごめんなさい、また１ページ目にお戻

りください。 

  一番下の論点の①、４番ですね。その次の中チ

ョンになります。現在は、一般質問を４日間、16

人として設定しております。仮に17人以上になっ

た場合に備えて、日程をどう確保するか。 

  その案の一つとしては、まず案１、日数を４日

から５日に延ばす。５日にすることで20人が確保

できるということになります。 

  また、案の２としては、１日を４人とするんで

すけれども、もし17人を超えた場合には、５番目

にスライドしていって、５番目にその17番目に届

出をした方が入っていくというような方法もある

のかな。 

  ただし、そうすると提出した順番が１番、２番、

３番、４番の人は１日目ですけれども、17番に出

した人も１番上の５番目に入るということで、ち

ょっと順番が提出順と質問順が変わってしまうと

いうところはちょっと公平性に欠けてしまうかな

というふうな感じがあります。 

  案の３つ目ということで、１日５人の枠とする

というふうな設定ではどうかと。先ほどの２ペー

ジ目の上段に、現状のところに５番目の人を入れ

た場合、４時45分までやれば１日５人というふう

なのは可能となります。 

  事前にちょっと執行部のほうに聞いた中では、

やはり４時45分までやってしまうと、そこから執

行部に戻って通常業務をこなすとか、あとは次の

日の勉強をするとか、そういった時間がなかなか

取れないから５人というのはつらいなというふう

なお話はちょっといただいているところはありま

す。 

  最後、一番下になりますけれども、ごめんなさ

い、１ページ目の一番下です。４日間、16人を限

度として受付を締切りとする。ちょっとあり得な

いかもしれないですが、そのような案も御提案さ

せていただければと思います。 

  まずは、この論点１についてですね、御検討を

いただければと思います。 

  説明は以上でございます。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  お待ちかねです市政一般質問の令和６年度以降

の検討ということでございます。 

  先ほど、事務局のほうから説明があったとおり、

質問の時間を30分繰り上げてしますと、３番目の

方がお昼をまたぐような形になってしまうので、

こちらについては検討する必要はないのかなとい

うふうには正副では考えております。 

  それで、代表質問と同じように一般質問も１日

５人行った場合にはどうなんだろうという話なん
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ですけれども、執行部のほうにもちょっと御意見

というか、どうですかねということでちょっとお

話を伺ったところ、拘束時間等が長くなるし、ま

た通常業務を処理する時間とか、翌日の質問の際

の勉強であったりとか、そういったことを確保す

る時間が難しいといった御意見がございました。 

  そこで、正副のほうで検討したんですけれども、

あくまで正副の提案なんですけれども、案の１、

一般質問の日数を４日から５日に増やす、４人掛

ける５日間ということで20人までできるような形

で一般質問については、令和６年度以降はこうい

う形でいければなというふうに思うんですけれど

も、皆さんからちょっと御意見いただきたいとい

うふうに思いますが。 

  益子委員、どうぞ。 

○益子委員 私もその案の１に賛成でございます。

あとは、議長、市長等がスケジュール、これは令

和６年度以降なので、事前に検討していただいて、

スケジュールを確保していただければ問題ないか

なと思います。 

  あわせて、その５日目ですね、20人の枠がある

ということなんですが、万が一、その20人、５日

分まで出ないで16人で終わるということがあれば、

通常の４日で終わらせて、それ以降になるという

議運のほうの解釈、正副委員長持ちなのか、その

点だけ確認させていただければ、私はその案の１

で十分ではないかと思います。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 益子委員、おっしゃるとおり、

もし16人であれば４日で終了して、５日目は休会

になるというような、そのように対応いたします。 

〔「了解いたしました」と言う人あり〕 

○中里委員長 そのほか御意見ございますでしょう

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  それでは、案１の形で市政一般質問のほう、こ

ちらの形で検討というか決定させていただくとい

うことでよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  では、続きまして、今度、論点１から論点２の

ほうですね。 

  事務局より説明お願いします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 それでは、２ページ目の６番、

論点２になります。 

  現在、議場コンサートを６月と12月の定例会議

において行っております。現在は、会派代表質問

の前段ということで行っております。 

  先ほど、９時25分から開会をして行うというふ

うなこの参考１のスケジュールになります。です

ので、もしその同じ日でやる場合には、９時25分

よりさらに早くコンサートをやる必要があると。 

  一応、参考の２ということで、議場コンサート

を開くに当たっては、演奏時間を20分と。また、

機械の撤収等の時間を合わせ30分程度は必要とな

りますので、９時、８時55分開始とか、をしない

と難しいというような現状がございます。 

  あとは、考え方としては、案の２の別日という

考え方もあるのかなというふうに思っております。 

  それで、ここら辺、御議論いただきまして、決

めていただければありがたいと思います。 

  以上です。 

○中里委員長 事務局から説明いただきました。 

  よろしいですか。 

  先ほど、事務局から説明ございましたけれども、

代表質問の日に議場コンサートを行う場合には30

分繰り上げておりますので、８時55分からの議場

コンサート開始という形を取る。あるいは、また



－24－ 

別日、一般質問の１日目とか、一般質問10時から

ですので、一般質問の日にやるような形を取るの

か、皆さんにちょっと御意見をいただきたいと思

いますけれども、いかがでしょうか。 

  森本委員、どうぞ。 

○森本委員 一般質問の日でいいと思います。案２

ですね。一般質問の初日でいいんじゃないですか。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  そのほか。 

  星委員、どうぞ。 

○星委員 私も同じ意見です。一般質問の初日でい

いのではないかと思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  そのほかございますか。 

  益子委員、どうぞ。 

○益子委員 私も皆様と同じ案２ですが、この日に

ちは議会の一般質問の１日目というふうに限らず、

こちらの括弧書きにありますとおり、議会の初日

等のその日程はその都度でよろしいのではないか

と思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  じゃ、議会コンサートについては、議場コンサ

ートについては、代表質問の日ではなくて、議会

初日か、あるいは一般質問の１日目という形で。 

  ちょっとそれどちらのほうができるのかという

ことは、ちょっと正副のほうで一任させていただ

いて、検討していきたいというふうに思いますの

でよろしくお願いしたいと思います。このような

形でよろしいですかね。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

〔「１つだけいいですか」と言う人あり〕 

○中里委員長 はい、どうぞ。 

○森本委員 人がいっぱい集まって、一般質問の最

初の人にいっぱい傍聴してもらえるというのもあ

るんで、できれば一般質問初日がいいかなという

ふうに思っています。 

○中里委員長 ありがとうございます。分かりまし

た。御意見として伺っておきます。 

○森本委員 できればね。 

○中里委員長 分かりました。ありがとうございま

す。 

  では、ちょっとそういったことも観点として考

慮をしながら、ちょっと正副のほうで次回以降、

改めて議場コンサートについては皆さんのほうに

お示ししたいというふうに思いますので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  それでは、⑶閉じまして、続きまして⑷の取組

実行計画のスケジュールについてを議題といたし

ます。 

  こちらについては、私のほうから説明申し上げ

ます。 

  前回、正副にこちらの取組実行計画のスケジュ

ールについては、正副に一任として御了解いただ

いた事項でございます。 

  取組実行計画の優先順位アンケートの結果に基

づきまして、大まかなスケジュール案を作成させ

ていただきました。 

  優先順位を参考に、それぞれの事業の実施をし

ていきたいというふうに思っております。 

  11位以降のものについては、アンケートで分か

らないとの回答が半数近くございましたので、事

業実施に当たりましては、議員全員で共通理解を

深めることから始めたいというふうに考えており

ます。 

  まず、１位の議員研修計画の策定についてでご

ざいますけれども、研修アンケートの結果を基に

正副議運長で調製をしております。10月議運で決

定をしていきたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いしたいというふうに思います。 

〔「今日」と言う人あり〕 
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○中里委員長 今日、この後、議題に上げます。 

  ２番、２の外部研修、内部研修の実施について

でございますけれども、研修計画に基づいて議員

研修を実施するものでございます。 

  ３位の質問の在り方の研究というところでござ

いますけれども、こちらは10月から、今月から質

問時間の変更についての協議や、大型モニターの

利用等の検討を引き続き行っていくという形でご

ざいます。 

  同じく、３位の議会ホームページのレイアウト

の変更ということで、昨年度ですね、昨年度、広

聴広報委員会に諮問しておりまして、令和５年２

月の議運で結果報告をもらっております。その内

容に基づいて実施をしていきたいというふうに思

います。 

  続いて、委員会代表質問の研究ということです

けれども、視察アンケートでも回答いただいたの

で、行政視察の実施、研究を行っていきたいとい

うふうに思います。 

  ６番目の大学生との意見交換会を含めた総合交

流機会の創出、こちら７位の政策提案・立案等に

必要な大学生との連携の実施、これ併せて６番、

７番との会派・委員会研究等で実施していきます。

昨年、宇都宮共和大学と締結したパートナーシッ

プに基づいて、実施を求めていきたいというふう

な、実施を進めていきたいというふうに思います。 

  続きまして、８位の請願・陳情の提出者の参考

人招致ということで、今までも実施しているもの

でございます。今後も、定例会ごとに提出があっ

た際には、実施を検討していきたいというふうに

思います。 

  ９番目、市民アンケートの設問活用方法等の検

討ということで、何を目的としてアンケートを取

るのか、対象活用方法とか、あとは政策にどう結

びつけられるかなど、共通認識を図るとともに、

研究をしていきたいというふうに思います。 

  10番目ですね、模擬議会の開催についてでござ

いますけれども、在り方や活用方法、実施方法な

ども含めて検討のほうをしていきたいというふう

に思います。 

  11位以降については、議員全体で共通理解を深

めるために、例えば、今後、市民福祉の傍聴にど

のようにつながっていくのかといったところなど

に、この議会運営委員会全体で議論をしていきた

いというふうに思いますので、よろしくお願いし

たいというふうに思います。 

  よければ、第３位の議会ホームページのレイア

ウトの変更については、昨年、ホームページの在

り方を報告いただいた広聴広報委員会で実施して

いただきたいと考えております。 

  これらについては、広聴広報委員会に実施して

いただくことで、まずは御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 いいですか。ありがとうございます。 

  では、改めて皆さんにお伺いいたしますけれど

も、取組実行計画スケジュール（案）ということ

でこのような形で正副のほうでつくらせていただ

きました。今後、このような形で進めさせていた

だいてもよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 それでは、11月９日、全協に報告い

たしまして、優先度に沿って実施をしていきたい

というふうに思いますので、よろしくお願いした

いというふうに思います。 

  それでは、⑷については閉じたいと思います。 

  続きまして、⑸委員会審査の場所の検討につい

てを議題といたします。 

  こちらまず最初に、事務局から説明お願いいた

します。 

  事務局。 
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○室井主査（係長級） それでは、今通知いたしま

した資料を御確認ください。 

  委員会審査の場所の検討についてという資料で

ございます。 

  まず１番、現状のほうから御説明させていただ

きたいと思います。 

  審査場所についてということで、現状、令和２

年６月より新型コロナウイルス感染症対策として

常任委員会の審査は議場、303会議室、第４委員

会の３室を使用しております。 

  コロナ以前は、そちらの表にありますとおり第

１、第２、第４委員会室を使用していたものが、

なるべく大きなお部屋で審査をしましょうという

ことでこのような形で変更になっております。 

  また、令和２年12月からは、予算常任委員会全

体会、すみません、決算審査特別委員会ですね、

こちらの全体会も今まで303会議室で審査してい

たものが、議場で審査していただくように変更に

なっております。 

  その下、委員会審査の中継についてということ

ですが、感染症対策として議場での審査を行うに

当たり当時傍聴制限などで実際に議場に来て、委

員会室で傍聴ができないということもございまし

たので、委員会中継を開始したものでございます。 

  参考といたしまして、その下の表に令和５年９

月の定例会議の委員会中継の視聴者数を記載させ

ていただいております。今回、９月11日が福祉教

育常任委員会、次の日12日が建設経済、13日が総

務企画常任委員会ということで表にしてございま

す。 

  下を見ていただきますと、９時、10時と時間が

書いてありまして、その１時間単位で見た数の視

聴者数が記入されております。 

  ピンクの色でついているところが、その日の最

高視聴者数になっておりまして、９月11日が19人、

12日が17、13日が18ということで視聴者数がその

日の最高数となっております。 

  その下ですね、検討事項というところになりま

す。今回５月より、新型コロナウイルスが５類に

分類されたということもありまして、委員会審査

の場所をコロナ前に戻すかどうかということを御

検討いただければと思っております。 

  その下、論点としましては、もし委員会審査の

ほうをコロナ前に戻すとなると、議場から委員会

室に戻るような形になるのかなと思うんですが、

その際、委員会中継、今実施しているものを継続

していくかどうかということがポイントになって

くるのかなと思います。 

  論点の２つ目としては、今、議場で委員会審査

をしているところなんですけれども、一部の議員

様からちょっと意見がなかなか出しづらいなとか、

なかなか議論が深まらないといった御意見もいた

だいていますので、その辺もちょっと考慮して審

査場所について御検討いただければと考えており

ます。 

  その下、②ですね、検討事項の②としまして、

委員会室で、じゃ、審査を戻しましょうと言った

場合に実際にどの部屋を使用するのかということ

も御検討いただければと思っております。 

  論点としましては、今、執行部の人数が多くな

ってきている現状がございまして、委員会室だと

執行部が入り切らない場合が出てきてしまうとい

うところが問題なのかなと思っております。 

  参考に、下に括弧書きで書かせていただいたん

ですが、上下水道部が管理課と整備課の２課同時

審査させていただいておりまして13人、同じく課

税課、収税課も10人、子育て相談課は１課で12人、

執行部のほうがいるという状況ですので、ちょっ

と委員会室でやる場合は狭くなってしまうのかな

ということが考えられます。 
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  また、その下、303会議室についてなんですけ

れども、こちらが執行部でも会議で使っている状

況がございまして、予算決算の全体会で使う場合

には、ちょっと予約が取りにくいという状況がご

ざいます。今年度でいいますと、今度12月と３月

定例会議があるんですが、そこの日の予約を見る

と、予算決算の日がもう303が埋まっておりまし

て、今年度はちょっと使えないのかなという現状

になっております。 

  ただ、次年度以降は１年間のスケジュールを決

めていただければ、先に調整ということで押さえ

ることも可能ですので、次年度以降については早

めにスケジュールを決めていただければ可能なの

かなというところで、場所の検討をしていただけ

ればと思っております。 

  説明は以上です。 

○中里委員長 前回の議会運営委員会で、私のほう

からコロナ以前に部屋を戻したいということで、

ちょっと頭出しのほうをさせていただきました。

皆さん、それぞれ持ち帰っていただきまして、会

派のほうで御検討いただいたというふうに思いま

す。 

  そうですね、検討事項の論点１、①委員会審査

の場所をコロナ以前に戻すかどうかというところ

なんですけれども、論点としては幾つかありまし

て、今後、委員会中継を継続していくのかという

ところ、それから議場ではやはり委員会の審議に

集中しづらいという御意見がございました。そう

いったところも考えながら、改めて皆さんに御意

見をちょっといただきたいというふうに思います。 

  たしか、私、前回、各会派のほうに検討してき

てくださいということで申したはずなので、各会

派さんのほうからちょっとその検討のほうを報告

いただければというふうに思います。 

  まず、サステイナブル21さん、いかがでしょう

か。 

○中村委員 検討させていただきまして、コロナ以

前の各常任委員会の中でそれぞれ委員会を開くと

いうことでいいと思います。 

  また、議場で委員会をやりますと、コロナ以前

には議席を飛ばして座っておりましたよね。広い

中で議席を飛ばしているんで、１か所に集中でも

させて、そこで議論できるような形、前へ執行部

と対峙してというふうな感じならいいんですが、

随分後ろのほうに控えていて、何となく論点とい

うのもしづらいような感じのムードの中でやって

きて、この中にも書いてありますんで、委員会は

委員会室でやって、やっぱり議論尽くしていくの

が筋じゃないかという感じがしますんで、そのよ

うな形でお願いしたいと思っています。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  じゃ、シン・那須塩原さん、お願いいたします。 

○森本委員 うちで議論したのは、ごめんなさい、

委員会としてどこを使うかというよりは、委員会

の中継はあったほうがいいよねという議論をさせ

ていただきました。ということは、必然的に現状

の議場を使う形になるのかなというふうに思うん

ですけれども。 

  今、中村委員の話を聞いていて、まとまってと

いうのはすごくいいなと思いました。確かに今、

コロナ前みたいに大きく広がっている必要はない

し、近いほうがやりやすい。私は実はコロナ以降

はずっと委員長席にしか座っていないんで、議場

のほうはないんで、経験がないんであれなんです

けれども、でも、まとまってくれたほうが委員長

の席から見たとしてもやりやすいかなというふう

な印象があります。 

○中里委員長 そうすると、議場で…… 

○森本委員 議場でやる機会が１回ぐらいあるのは

いいことかなというふうに思っています。 
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  ただ、中村委員が言ったように、ちょっとある

程度まとまってやるというのはいいのかなという

ふうに思います。お願いします。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  志絆の会さん、いかがでしょうか。 

○鈴木副委員長 うちは正式には会議はしていませ

んけれども、委員会室でやることのほうが確かに

会議はきちんと議論できると思います。 

  ただ、議場でやることに対して問題があるとい

うような話は出ていないかなという感じです。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  敬清会さん、いかがでしょうか。 

○平山委員 コロナ以前、それぞれ委員会室でやる

と。多少、執行部の人数の関係もあるのでちょっ

とあれかなと思いますけれども、そこに戻したほ

うが、より議論やりやすいのかなと。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  公明クラブさん、いかがでしょうか。 

○星委員 中継するのはいいことではないかなと思

います。 

  ただ、確かに点々にこういうふうに座っている

のがちょっとあれなので、もうちょっとこじんま

りと座っていただいほうがいいのかなというのと、

あとは委員会室、ちょっと執行部の人数も多いと

なかなか入り切れないということが問題なのかな

と思うんで、そこはうまく広いところが調整でき

ればいいのかなと思います。 

  以上です。 

○中里委員長 皆さん、それぞれ御意見いただきま

した。共通しているのはやはり席が開けている必

要がなくて、審議に集中できるような形を取って

やったほうがいいんじゃないかという御意見は、

共通認識であるということは確認できたと思いま

す。 

  それで、シン・那須塩原さんのほうからは、先

ほど御意見ございましたけれども、委員会の中継

は続けたほうがいいということでございました。 

  ほかの会派さんについては、公明クラブさんも

委員会中継はできればあったほうがいいという意

見でございました。 

  どうでしょう、部屋のほう、ざっくばらんに委

員会の審査の部屋のほうなんですけれども、そう

すると議場と委員会室でやるのかとはっきり分か

れちゃうんですけれども。 

  私個人としては、頭出しさせていただいたのは、

やはりコロナ以前に戻して、というのもこういう

議論をする前に、私も委員会の中継者数というの

はどのぐらいいるのかなというところでちょっと

調べ、事務局のほうにちょっと調査をしていただ

きました。大体多いときで19人ぐらいだというと

ころで…… 

〔「合計」と言う人あり〕 

○中里委員長 合計すると100人とか、近いところ

でいるんですけれども、そことやっぱりその審議

に集中するというところをてんびんにはかって、

改めて私のほうで検討したんですけれども、やは

り議員の立場としては見せることも大切なんです

けれども、まずは審議、審査に集中してしっかり

集中審議を行うことが重要ではないかなというふ

うには思いました。 

  議場でやりづらいか、やりやすいかというとこ

ろにおいて考えると、やはりやりづらい方がやっ

ぱりいらっしゃるのかなというところを考えると、

全員が集中審議できたほうがいいと思いますので、

私個人としては、委員長としては、コロナ以前の

ように第１委員会室、第２委員会室、第４委員会

室。今年度は、予算決算の全体会については303

は使えませんけれども、もう来年度以降は予約な

どをして、303会議室に戻してやれる形のほうが

いいのかなというふうに思っているんですけれど
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も、改めていかがでしょうか。 

〔「ちょっといいですか、１点」と言う人

あり〕 

○中里委員長 はい、どうぞ。 

○森本委員 でも、中村委員と委員長というのは同

じ会派で意見違うんですか。 

○中村委員 だから、うちは１、２、４でいいと言

ったんだよ、基本的に。 

○森本 そういうことですか。何か議場でまとまっ

たほうがいいと言ったのは。 

○中村委員 議場でまとまるのは、議場は。 

○森本 もしやるんだったらという話。 

○中村委員 やるんだというよりも、それがカメラ

が難しいんだって、聞いたら。 

○森本 まとまるのは難しいから、１、２、４のほ

うがいい…… 

○中村委員 議場はいいだろうと。 

○森本 そういう意味ね。 

○中村委員 議場でカメラを使ってくれるのはいい

んで、ただ、正直言って視聴者のこの人数という

のは11万の人口に対してこの率から0.0だね。そ

うすると、皆無に等しいという数字に見えるのか、

それとも３人でも５人でも見てくれる人がいれば

可視化を図るべきだというのが正解なのかという

ことになると、そのぐらっとくるものがあるよと

いうことは実際あるんで。 

  ただ、ほかの委員会でそれやった、中継はでき

ませんよということであれば、今言ったようにど

ちらかにてんびんをかければ、集中審議を図って

いくべきなのかなという感じもするし。 

  委員会室に入れない執行部の12人、13人は、課

長、係長ぐらいが出席して、控室に６人ぐらいを

待機させるということもこれ可能なわけですよね。 

 他の市町にいっても執行部が議場に入っていない

ときにはかなりの人数で控室で待機していたり、

決算常任委員会、決算予算委員会なんていうとき

は、パソコンを持って控室でがーっと控えている

大きい中核都市なんかもいると聞いたことがあり

ますが、やっぱりすぐに答弁できる人間を近場に

置いておくという執行部の体制もできるわけなん

で、やはりこういうせっかく委員会室ある中でし

っかりと議論をしていったほうが、私は何となく

全体的に議場だと質疑の質問の回数がかなり減っ

てきているんじゃないかと、私は思っているの、

議員の。 

○中里委員長 森本委員。 

○森本委員 中里委員長が、たしか広聴広報委員会

の委員だと思うんですけれども、議会モニターさ

んから委員会も中継が欲しい的な意見があったん

じゃなかったかなという気がするんですけれども、

俺が、記憶がちょっと曖昧ではあるんですけれど

も、そんな意見なかったでしたっけ。それを踏ま

えて、委員会も中継したほうがいいみたいな議論

が、広聴広報の中であった気がするんですよね。

現委員長いるからあれなんですけれども。 

○中里委員長 私、私のときの前なんですよね、コ

ロナ。私もコロナなってからなので、たしか齊藤

誠之議員が委員長の頃だと。 

○森本委員 そのときか、もっと前のときか。 

○中里委員長 はい、私が委員長のときにはその議

論はなかった。 

○森本委員 なるほど。じゃ、もう一個前だ。 

○中里委員長 はい。 

○森本委員 じゃ、その議会モニターさんからその

要望があったという部分で市民からの声として議

会として市民の声を聞きましょうといった中で、

モニターさんからの声を聞きましょうとなった中

で要望があった事案なんで、あまり軽くしないほ

うがいいかなという部分もあると思うんですよ。 

  だから、絶対、確かに議論するのがそれが一番
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大切で、一番議論しやすい場所、体制をつくる、

それが一番大切なのはすごくよく分かるんですけ

れども、その状況を市民に見せる。傍聴の機会を

少しでも見せて、理解を得るというのも一つ必要

な部分であるのかなというふうに思っているんで、

それも考慮して決定してもらえればなというふう

には思います。 

○中里委員長 正副で決めたことなんで、全体でで

きれば全会一致で決めたいんですけれども。 

  実際私もこの肌感覚で感じていると、委員会室

で行ったときの質疑の数と議場で行ったときの質

疑というのが明らかに違うなというのはちょっと

感じていて、やっぱり委員会室のほうがやりやす

いのかな、やりやすい方が多いのかなというふう

にはちょっと肌で感じております。その数が幾つ

増えたとか、数が幾つ減ったというカウントはし

ていませんけれども肌で感じております。 

  確かに、議会モニターさんなどが議会中継して

ほしいというふうなこともあったかもしれない。

私はちょっと記憶にないですけれども、思い出せ

ないですけれども、決して議会モニターさんを軽

くしましょうとかと言っていることではなくて、

あくまでも審議に集中したいという方がいらして、

私もその声に基づいて検討に入った経緯でありま

す。今までのやり方を全て変えましょうとか、そ

ういうことではなくて、元に戻したほうが議論が

しやすいのであれば、そのような形のほうがいい

のかな、それをちょっと議会運営委員会として検

討したいなというところで、前回、頭出しをさせ

ていただいたというのはございます。 

  確かに、中継、どこでもこれ、どんな委員会室

にいても、どんな委員会が行われているのか、そ

れは全て中継できたほうがいいには決まっている

んですけれども、一番大切なのはやはり審議に集

中することが大切で、そこを一番中心に考えない

といけないのかなと思っております。 

  中継のその視聴者数というところを見ると、日

の合計で同じ人も見ていますけれども、77人、69

人、90人というところで、多いのかなというふう

に感じる方もいれば、やはりその有権者数が９万

四、五千人ぐらいですか、いる中で100人いかな

いところで議論の質問の数が減ってしまうという

のはどうなのかなというところもちょっと私は個

人的に思うので、皆さんにちょっと意見を聞きな

がら検討したいなというのはございます。 

〔「もう一つ確認していいですか」と言う

人あり〕 

○中里委員長 はい。 

○森本委員 議場で質問減っていると言うんですけ

れども、あまりそれを感じていなかったんですけ

れども、そういうやっぱりやりにくいという声が

上がっていることですか。 

○中里委員長 はい、ありました。 

○森本委員 ほかの委員から、議場での質疑はやり

にくいという声が上がっているんですか。 

○中里委員長 はい。 

○森本委員 そうですか。あまり減っているイメー

ジが、ごめんなさい、なかったものですから。皆

さん、結構積極的に質疑してくれているなという

ふうに思っていたものですから、ああ、そうなん

だと逆に今思ったんですけれども、そういう声が

出ているんですね。 

○中里委員長 はい、はい。 

○森本委員 分かりました。 

○平山委員 決採っていいんじゃないですか。大体

議論出たから。元に戻すということは私はいいと

思っているんですけれども。 

○中里委員長 星委員、どうぞ。 

○星委員 前にたしかコロナ前でしたよね、議会中

継の広聴広報委員会として視察で見ていたこの市
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議会、相模原じゃなくてどこでしたっけ…… 

〔「久慈市議会」と言う人あり〕 

○星委員 でしたっけね。そこで、委員会の中継を

ずっとやっているというのを視察はしてきたんで

すよね。これいいよねという話をしていたんだけ

れども、当時その設備がないということでなかな

か導入は難しいだろうということでどうするかで

止まっていたところへ、このコロナ禍というのが

あったんで、ちょうどタイミングよくそれで議場

を使って、そこで、じゃ、中継ができるねという

ことでやったというのもありましたよね。だから

…… 

○相馬委員 いいですか。 

○中里委員長 今、発言している途中じゃないです

か。 

○星委員 すみません、それなので、まず議場でや

って、今後、やっぱり広聴広報として市民にどう

いうふうにまたこう審査の内容を、何ていうのか

な、オープンにしていくかというのもまた振出し

に戻って、検討していく必要があるのかなという

気はします。 

  あとは、設備等の問題もあるという課題は、久

慈市議会でしたっけね、お聞きはしてきたので、

今度、新庁舎建設のときのその委員会のところに、

そこの機材を導入するのかどうかというところに

はつなげていけるのかなと思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  相馬委員、どうぞ。 

○相馬委員 すみません。当時、広聴広報委員会か

ら委員会中継という話があったと思うんですけれ

ども、そのときに委員会中継できるかで、議場だ

ったらできますよという結論になったんですけれ

ども、中継する予算がないと。本会議は中継して

いるんですけれども、委員会分の３回分のその予

算がないので、１年置いて、たまたまコロナにな

ったというところもあるんですけれども、そこで

委員会中継用の予算を取ったんで中継をやってい

るという、その１年間空いた理由はすぐ予算がつ

かなかったというそういうことだと。ごめんなさ

い。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  先ほど、星さんのほうから経緯もありました。

そのとおりでございまして、広聴広報委員会では、

以前にたしかその委員会中継もできたらいいねと

いうところで検討していた中で、新型コロナウイ

ルス感染の対策として部屋が委員会室から議場に

なり、303会議室を使ったり、分散化されたとい

う経緯がございます。 

  委員会中継を目的として議場を使いましょうと

いうふうになったわけじゃなくて、あくまでもコ

ロナの感染対策として常任委員会は議場、303会

議室、第４委員会室と３部屋を使ったという経緯

がございます。 

  その経緯から皆さん、その経緯も踏まえた上で

考えていただければというふうに思うんですけれ

ども、経緯から考えれば、私としてはもう一旦元

に戻して、集中審議に集中審議をするような形で

議会を運営していきたいなという思いがございま

す。 

  皆さん、いかがでしょうか。 

  平山委員。 

○平山委員 委員長、賛成です。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

○平山委員 来年までに戻すべきです。 

○中里委員長 そのほかいかがでしょうか。 

  相馬委員、どうぞ。 

○相馬委員 うちの会派では、その委員会の中継を

続けたほうがいいという意見だったので、場所は

どうであれ、議場で各委員会１回はやったほうが

いいよねという話になっていました。 
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  この10時の時点の17、18、19人というその人数

が今云々というお話になりましたですけれども、

傍聴席、恐らく46なんですね。今、議場の傍聴席

というのは46。46の３分の１以上といいますかね、

15以上はこれ埋まっている計算にインターネット

中継を見ているということになるんだろうと思う

んですけれども、マックスでも46の傍聴者数のと

ころを、そこまでこのぐらいの数まで行っている

のは、そんなに少ないというふうに考えなくても

いいのかなという。 

  そういった意味からも、何とか委員会の中継は

続けていったほうがいいんではないかなというふ

うに思っていますんで、全部が全部第４委員会室

と第１委員会室、第２委員会室に戻さなくても、

１回ずつぐらいはいいんではないかなというふう

に思います。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  そのほか改めて御意見ございますでしょうか。 

  星委員、どうぞ。 

○星委員 いや、あと一つちょっと頭に引っかかる

のはやっぱりモニターさんで、モニターさんはイ

ンターネット中継を見ていてくださっている方も

いるんですよね。なので、そこで何かね。 

〔「うん、そうだよね、そこはね。すごく

分かる」と言う人あり〕 

○星委員 モニター会議のときに何で見られなくし

たのかというところがちょっと。 

  結局、中継のやつも後で見ようと思ってホーム

ページで見ている方もいると思うんですけれども、

それもなくなるということですもんね。議会中継

がなくなるということ、あそこの議場でやってい

る様子しか流れないんですもんね。 

〔「委員会はもともと見られない」と言う

人あり〕 

○星委員 もともと見られないんですね。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 そうですね、委員会は中継だ

けで、録画動画のほうは残していない状況です。 

○星委員 そっか、残していなかったんでしたっけ。 

○長岡議事調査係長 はい。 

○中里委員長 中村委員、どうぞ。 

○中村委員 万が一、議場を使うとなると人間の集

約はできるの。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 それは可能かと思います。皆

さんが今ばらばらに座っていただいているところ

を、例えば、議場を３つに、正面から二手に分割

されていると思いますけれども、真ん中だけ使う

よとか、一番左の脇を使うよとか、それは可能か

なというふうには思います。 

○中里委員長 中村委員、どうぞ。 

○中村委員 何で、じゃ、この間、委員会室で私が

質問したときに、この前に８人座ればいいんじゃ

ないのと言ったときに、できませんと言ったのは

どういうことなの。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 事前に、中継に当たってその

場所の設定をしていたものですから、ちょっと始

まる直前だったものですから、ちょっと対応難し

いですというふうな説明のほうをさせていただき

ました。 

○中里委員長 中村委員。 

○中村委員 それにはどのぐらい時間かかるんです

か。 

○中里委員長 係長。 

○長岡議事調査係長 全体的な確認を含め、前日に

は完了させるようにしています、今現在は。 

○中村委員 そんなに時間がかかる、カメラを向け

るだけでそんなにかかるということなんですね。 

○中里委員長 係長。 
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○長岡議事調査係長 作業時間のほうを聞かれてい

るんだと思うんですけれども、作業だけで言えば

１時間とか２時間とかそこら辺では可能かと思い

ます。プラスアルファ、その後、カメラのチェッ

クとかというのをしているという状況で、現状は

前日までには完了させております。 

○中里委員長 中村委員。 

○中村委員 そんな簡単なことだったら、以前に幾

らでも処置できたでしょう。例えば、私らが終わ

った次のチームには、そういうふうにできるとか、

私、あのとき提案をしましたよね。対峙して、執

行部が今度この前に８人ぐらい座れないんですか

と。そうしたら、何だかんだ何だかんだと言った

ものですから、私はかなり高額なお金がかかって、

時間がかかると思った理解で、ああ、そうですか

という解釈を自分でしたの。 

  ちょっとできませんよという話をされたんで、

１時間ぐらいでできるものであれば、じゃ、以前

からそういうふうにして議論を深めるような議論

できる感じになりますんで、やはりそのときはっ

きり言ってくれれば、次の委員会の人はそれで利

用できるわけですから。 

  やっぱりそのときそのときに、どのぐらい時間

がかかって、どういうふうにしたらばみんながす

ぐ対応して、議員が集中できるかということをや

っぱり考えていただければと思っております。 

  そういうのであれば、皆さんがその可視化を      

活動を理解いただけるというのであれば、やぶさ

かではないという感じはします。 

○中里委員長 ありがとうございます。 

  そのほか御意見いかがでしょうか。 

  じゃ、一通り皆さんから御意見いただきました。 

  私としては、コロナ以前のように委員会室等で

やる形に戻せればなというふうには思っていたん

ですけれども、やはり委員会の中継、こちらはな

くさないでほしいという御意見もございました。 

  ただし、皆さんの共通認識としては、席を空け

るような形ではなくて普通に座るような形でやれ

れば、集中審議ができるのではないかというとこ

ろでございますので、どうしましょう。議会中継

を入れる場合、議場での委員会室、こちら席を空

けないような形でやりながら、ほかはコロナ前に

戻して、委員会室で行うような形で、執行部の人

数が入り切れない等、こういった場合には、臨機

応変に303会議室を予約して使うなどしてやるよ

うな形、こういう形で委員会審査を今後やってい

ければというふうに思いますがよろしいですか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○中里委員長 じゃ、そのような形でやらせていた

だきます。 

  では、11月９日に、全協に報告しまして、12月

定例会議から行うことといたしますので、よろし

くお願いいたします。 

  実際、そうですね、すみません、どのようなち

ょっと部屋の使い方が可能なのかどうなのかとい

う詳細については、改めて事務局のほうと調整を

して、皆様のほうにお示しできればというふうに

思っておりますので、よろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

  では、⑸については閉じたいと思います。 

  では、最後の⑹令和５年度議会運営委員会研修

についてでございます。 

  こちらについても、最初に事務局から説明をお

願いいたします。 

  係長。 

○長岡議事調査係長 じゃ、資料のほうをお送りさ

せていただきました。こちら研修会の計画になり

ます。 

  まず、１番目ですね、議運のほうのテーマにも

ございました生成ＡＩの利活用ということで、こ
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ちら11月17日、こちら12月定例会議の議運が午前

中予定しておりまして、その後１時半から開催の

ほうを予定しているところです。 

  こちら、豊田さんという方が東京都のほうでも

研修を受け持っていらっしゃる方みたいでして、

例えば、書いてあります質問のアイデア出しなん

かも可能ですよというふうなお話を聞いておりま

す。 

  皆様に、ごめんなさい、この後、全議員の皆様

に例えば、この生成ＡＩでどんなことをやりたい

かなといったようなアイデアもいただければ、研

修の中に盛り込んでくれるというふうなお話でし

たので、こちらも募集したいなというふうに考え

ております。 

  ２番目ですね、こちらコンプライアンスについ

てということでｅラーニング、大型ディスプレイ

でデータのほうを落としながら皆さんで勉強をす

るということを想定しております。議場で実際の

先生はいらっしゃらないんですけれども、その動

画を見ながら研修ができるというようなものにな

っております。 

  こちら12月13日、定例会議最終日になりますけ

れども、その午後を予定しております。 

  ３番目ですね。議員間討議の活性化ということ

で、こちらもいただいたテーマでございます。先

生のほうが青森大学の佐藤教授、この人もマニ研

の研究員の方ではあるんですが、東北の久慈市と

か結構東北のほうの議員間討議を研修されている

方になりまして、ちょっと日にちとお時間につい

ては、もうちょっと指定になってしまいました。

１月11日の午後２時から５時まで。どうしても先

生の御予定の中で来られないということでしたの

で、そちらのほうを入れさせていただければと思

っております。 

  ごめんなさい、平山議員については、実は監査

事務と重なってしまいまして、こちら本当   

すみません。 

  以上３点について研修予定をしております。よ

ろしくお願いいたします。 

○中里委員長 前回、正副一任として御了解いただ

いた事項でございますので、このとおりに進めさ

せていただきたいと思います。皆さん、御参加の

ほうよろしくお願いしたいというふうに思います。 

  こちらのほうも11月９日の全協に報告をしたい

というふうに思いますので、お含みおきをいただ

けますようお願いいたします。 

  11月17日に、生成ＡＩの利活用の研修を予定し

ておりますので、あらかじめサイボウズで全議員

を対象に研修の質問を募集したいというふうに思

いますので、こちらのほうを皆さんに御協力をお

願いをしたいというふうに思います。 

  では、⑹を閉じたいと思います。 

  続きまして、⑺    その他に入ります。 

  その他で協議事項をお持ちの方はいらっしゃい

ますか。 

  事務局大丈夫ですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○中里委員長 では、協議事項を閉じたいと思いま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○中里委員長 それでは、大きなその他に入ります。 

  皆さんから、まずその大きなその他について何

かございますか。 

  星委員。 

○星委員 大きなその他でいいんですよね。 

○中里委員長 はい。 

○星委員 いいです、いいです、大丈夫です。どう
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もすみません。 

○中里委員長 事務局は。 

○長岡議事調査係長 では、次回の開催日なんです

けれども、11月17日金曜日、午前10時からを予定

したいと思うんですが、皆さん、どうでしょうか。 

〔発言する人あり〕 

○長岡議事調査係長 12月定例会議の前の議運で、

定例議運ですね。 

〔「大丈夫です」と言う人あり〕 

○中里委員長 ありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○中里委員長 じゃ、全ての協議が終了いたしまし

たので、これにて議会運営委員会を閉会したいと

思います。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ４時０９分 
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